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A
I
が
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
H
R
テ
ッ

ク
事
業「
H
R
君
」を
展
開
し
て
い
る
。

　
金
融
分
野
で
は
新
た
な
融
資
モ
デ
ル
の

構
築
な
ど
、
医
療
分
野
で
は
創
薬
支
援
が

タ
ー
ゲ
ッ
ト
だ
。
ロ
ボ
ッ
ト
分
野
で
は
、

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
予
測
学
習
を
利

用
し
た「
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
A
I
ロ
ボ
ッ

ト
」を
、
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
と
共
同
開

発
し
た
。「
ロ
ボ
ッ
ト
の
制
御
に
A
I
を

用
い
る
こ
と
で
、
そ
の
都
度
指
定
量
を
変

え
た
粉
体
を
秤
量
す
る
な
ど
、
複
雑
な
動

作
が
で
き
る
」（
石
山
社
長
）。

　
A
I
に
よ
る
画
像
解
析
や
H
R
テ
ッ
ク

り
、
顧
客
企
業
と
一
緒
に
解
決
す
べ
き
課

題
や
、
A
I
を
効
果
的
に
活
用
す
る
方
法

を
考
え
る
。そ
し
て
、同
社
の
A
I
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム「e

エ
ク
サ
ベ
ー
ス

xaBase

」を
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
し
た
A
I
シ
ス
テ
ム
を
提
供
す
る
。

技
術
起
点
で
は
な
く
、
顧
客
の
課
題
起
点

で
考
え
る
姿
勢
が
評
価
さ
れ
、
多
く
の
大

企
業
と
の
間
で
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進

行
中
だ
。

5
つ
の
分
野
に
重
点
を
置
き
、

段
階
的
に
事
業
を
拡
大
す
る

　
同
社
は
社
会
課
題
、
特
に
超
高
齢
社
会

の
課
題
を
A
I
に
よ
っ
て
解
決
し
て
い

く
と
い
う
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、
介
護
、

人
材
、
金
融
、
医
療
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
5
分

野
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

な
ど
、
短
期
的
な
売
り
上
げ
が
立
つ
領
域

で
収
益
を
上
げ
つ
つ
、
中
期
的
に
は
介
護

や
金
融
分
野
で
事
業
を
拡
大
し
、
ロ
ボ
ッ

ト
や
創
薬
分
野
の
研
究
開
発
に
は
長
期
的

視
点
で
資
金
を
投
じ
て
い
く
と
い
う
三
段

構
え
の
事
業
構
想
を
立
て
て
い
る
。

　「
超
高
齢
社
会
の
課
題
を
A
I
で
解
決

す
る
」と
い
う
同
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
共
鳴

し
、
こ
の
人
材
難
の
中
で
も
入
社
を
希
望

す
る
A
I
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
多
い
。
優
秀

な
人
材
を
確
保
で
き
て
い
る
こ
と
は
、
同

社
の
将
来
に
と
っ
て
大
き
な
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
介
護
分
野
は
、
前
述
し
た「
ユ
マ
ニ

チ
ュ
ー
ド
」の
A
I
を
活
用
し
た
教
育
・

普
及
や
自
治
体
向
け
に
市
民
の
健
康
状
態

を
予
測
す
る
デ
ー
タ
解
析
サ
ー
ビ
ス「
健

寿
君
」が
あ
る
。
人
材
分
野
で
は
、
採
用

選
考
、
配
属
、
人
事
考
課
、
異
動
、
退
職

と
い
っ
た
人
事
管
理
の
す
べ
て
の
局
面
で

の
普
及
や
利
活
用
を
促
進
す
る
活
動
を

行
っ
て
き
た
。一
方
、デ
ジ
タ
ル
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ン
は〝
介
護
×
A
I
〞と
い
っ
た
具

体
的
な
社
会
課
題
の
テ
ー
マ
を
解
決
し
よ

う
と
し
て
き
た
。
こ
の
2
社
が
統
合
し
た

こ
と
で
、
研
究
開
発
か
ら
活
用
の
促
進
、

顧
客
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
ま
で
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
A
I
に
よ
る
問
題
解

決
が
で
き
る
体
制
が
整
っ
た
」と
石
山
社

長
は
メ
リ
ッ
ト
を
語
る
。

　
同
社
の
最
大
の
強
み
は
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
提
供
力
に
あ
る
。
A
I
を
利
用
し
よ
う

と
す
る
顧
客
企
業
の
多
く
は
、「
ど
こ
に

A
I
を
利
用
し
た
ら
い
い
か
」が
分
か
ら

な
い
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
に
、
外
資
系
戦

略
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
出
身
な
ど
の
ス
タ
ッ

フ
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
入

　AIの利活用において豊富な実績を有する石山
社長のもと、AIエンジニアの優れた技術を宝の持
ち腐れにせず、現場で活きる付加価値の高いも
のにするための組織づくりが進んでいます。
　これによって各業界の最大手、先進企業が顧客
となり、その課題解決で腕を磨きたい優秀なAIエ
ンジニアやコンサルタントが集まり、さらに顧客
が広がりノウハウが蓄積される、という好循環が
生まれています。独自技術やアルゴリズムを売り

物にしがちなAIベンチャー
とは異なり、AI利活用の最
適なパートナーといえます。

　
株
式
会
社
エ
ク
サ
ウ
ィ
ザ
ー
ズ
は
、

2
0
1
7
年
10
月
に
、
株
式
会
社
エ
ク
サ

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
デ
ジ
タ
ル
セ
ン

セ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
の
経
営
統
合
に

よ
っ
て
誕
生
し
た
。
エ
ク
サ
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
は
、
現
取
締
役
会
長
の
春
田
真

氏（
株
式
会
社
デ
ィ
ー
・
エ
ヌ
・
エ
ー
前

取
締
役
会
長
）
が
設
立
し
た
A
I
ベ
ン

チ
ャ
ー
。一
方
、デ
ジ
タ
ル
セ
ン
セ
ー
シ
ョ

ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
認
知
症
ケ
ア

技
法「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」を
普
及
さ
せ

る
た
め
の
A
I
研
究
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
現
代
表
取
締
役
社
長
の
石
山
洸
氏

（
元
・
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス 

人
工
知
能
研
究
所
長
）が
取
締
役

最
高
執
行
責
任
者
を
務
め
て
い
た
。

　「
エ
ク
サ
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
は
、
A
I
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「介護や人材などの事業分野と、AI技術の両方に詳
しい人材を多く育て、それぞれの社会課題の解決に
貢献したい」と話す石山洸代表取締役社長

株
式
会
社
エ
ク
サ
ウ
ィ
ザ
ー
ズ

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
社
会
課
題
を
解
決

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
力
に
強
み

次世代の
旗手たち

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
顧
客
の
抱
え
る
問
題
・課
題
を
明
確
に
し
て
、

A
I
の
最
適
な
利
用
と
解
決
法
を
示
す
提
案
力
に
強
み
を
持
つ
。

介
護
な
ど
高
齢
化
に
よ
る
社
会
課
題
を
A
I
で
解
決
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

人事サポートサービス「HR君」
の画面の例。入社希望学生
の合格可能性をAIで予測した
ところ。今後、どのような学生
の母集団をつくるべきかなどの
採用計画づくりに役立つ

AIを介護に応用する例。介護者と非介護者の位置、動作な
どをAIで分析することで、例えば、ベテラン介護者の技術を見
える化できる

株式会社デンソーと共
同開発した「マルチ
モーダルAIロボット」。
ディープラーニングと
予測学習を利用してい
る。「マルチモーダル」
は、画像、角度、力覚、
速度など複数の要素
を連携させること

顧客と人材が集まる好循環
AI利活用の最適なパートナー
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